
研究領域

海洋とCO2の関係性解明から拓く
海のポテンシャル

２０２３年 ４月 １３日

～募集・選考で重要視しているポイント～

研究総括 伊藤 進一
東京大学 大気海洋研究所 教授



とは制度説明

※研究領域により上限の設定が異なる場合がありますので、
募集要項でご確認下さい。

CREST 研究領域

海洋とCO2の関係性
解明から拓く
海のポテンシャル

事業スケジュール

科学技術イノベーションにつながる
卓越した成果を生み出すネットワーク型研究
（チーム型）

⚫ 国が定める戦略目標の達成に向けて
課題達成型基礎研究を推進します。

⚫ 科学技術イノベーションを生み出す
革新的技術シーズのためのチーム型研究です。

5.5年以内
総額上限３億円/チーム

研究期間
研 究 費
(直接経費)

８年次１年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 ７年次２年次

課題中間評価 課題事後評価

領域中間評価 領域評価

1年次採択（6課題程度を想定）

2年次採択（5課題程度を想定）

3年次採択（4課題程度を想定）

今回の募集
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CREST 海洋とCO2の関係性解明から拓く
海のポテンシャル



公募案内

研究提案募集
募集
締切

CREST

６月６日（火）正午

書類選考結果の通知 7月上旬～７月下旬

面接選考期間 7月下旬～8月中旬

研究開始 10月以降

〆切後は提案を一切受理しませんのでご留意下さい

※研究領域の選考会日程は、研究提案募集webサイトをご確認ください

「海洋とCO2の関係性解明から拓く海のポテンシャル」
（伊藤進一 研究総括）

に応募する場合は必ず、
2023年度の 本研究領域専用 の提案書様式
を使用してください。
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本研究領域専用
提案書様式
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研究領域

海洋とCO2の関係性解明から拓く
海のポテンシャル

２０２３年 ４月 １３日

研究総括 伊藤 進一
東京大学 大気海洋研究所 教授



本日の内容

◼戦略目標

◼領域設定の背景・目的

◼募集の選考方針

⚫ ３つのテーマについて

⚫異分野連携の留意点
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戦略目標 （文部科学省） 2023.3.31

概要

 人為起源の二酸化炭素（CO2）の大気中濃度低下が気候変動対策に不可欠

 まず、全球（大気・海洋・陸域）の炭素循環プロセスの理解が必要

 しかし、自然界で最大級の CO2吸収源である海洋と CO2との関係性には
未解明な部分が多い

 本戦略目標において、ミクロからグローバルのスケール横断及び

異分野融合アプローチでこの関係性の理解深化を目指す

 これにより、海洋機能の最大限の活用による気候変動対策への貢献を目指す

戦略目標

海洋と CO2の関係性解明と機能利用
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領域設定の背景・目的
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IPCC（気候変動に関する政府間パネル（Intergovernmental    
Panel on Climate Change）第6次評価報告書より抜粋

人間活動が大気・海洋及び陸域を温暖化させてきたこと
には疑う余地がない。大気、海洋、雪氷圏及び生物圏に
おいて、広範囲かつ急速な変化が現れている。

人為起源の気候変動は、極端現象の頻度と強度の増加を
伴い、自然と人間に対して、広範囲にわたる悪影響と、
それに関連した損失と損害を、自然の気候変動の範囲を
超えて引き起こしている。
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現在の温室効果ガス排出量が急速に減少しなければ、特に短期のう
ちに地球温暖化が1.5℃を超えた場合には、気候にレジリエントな
開発の見込みがますます限定的となる（確信度が高い）

IPCC AR6 WGII

より

10

気
候
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
開
発

向上

低下

生態系管理
知識の多様性
包摂性
衡平と公正

生態系劣化
特異な知識
排除
不衡平・不正義



さきがけ 研究領域
「量子技術を適用した生命科学基盤の創出」

◼ 温室効果気体に係る海洋炭素循環プロセスの理解が急務

◼ 物理・化学・生物の作用が複雑な海洋分野への対応

◼ CO2濃度上昇に伴う海洋温暖化・酸性化・貧酸素化による生態系へ

の影響とフィードバックの理解も必要

◼ 海洋が本来もつCO2 吸収・貯蔵能とのシナジーを生む技術も必要

CREST研究領域

海洋と CO2の関係性解明から拓く海のポテンシャル

領域設定の背景
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異分野融合による統合的アプローチで以下を目指す。

・海洋と大気・陸域の炭素交換過程の解明

・大気中CO2濃度増加への生態系を含む海洋の応答機能の解明

を通じた海洋とCO2の関係の統合的理解

・海洋機能を最大限活用した気候変動対策のためのイノベーション創出

海洋炭素循環、海洋生態系への影響・評価、技術の３テーマを設定

異分野連携から異分野融合へ

～多様な分野の研究者が「海を解き明かす」～

従来の枠にとらわれない研究推進体制を推進

世界の気候変動対策研究に新たな科学的視点を提供

アクション

領域の目的
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ヒトの健康を
どう診断・
治療するか？
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プランク
トン
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生物

外洋

スケール
スケール気候・海洋の

診断・治療に
向けて

●CO2炭素循環

●温暖化

●酸性化

●貧酸素化

●生態系

気候・海洋を
どう診断・
治療するか？

健康診断に
使われる
様々な
検査項目

●問診

●CT・ｴｺｰ

●血液
マーカー

●細胞診

●遺伝子
診断

海洋のスケール横断的かつ統合的な理解

～異分野連携で 海の診断法・治療法につなげる～

異分野連携が拓く
イノベーション



募集の選考方針
(応募課題への期待)
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従来の枠にとらわれない研究推進体制、新たな異分野連携

のアプローチをご提案ください（専用提案書様式） 。

研究課題を進めることによってどのような価値が創出される

のか、そのためのチーム体制やリーダーシップがどのような

付加価値につながるのかの説明を重視します。

海洋系の研究分野に加え、陸域炭素循環に関連する林学・

農学、機械学習などを含む情報科学、そして計測技術などを

含む工学などから、海洋の新しいプロセスなどの発見、海洋

のポテンシャルを最大限活用した革新的な基盤技術を拓く、

挑戦的な提案を期待しています。

応募課題への期待
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本年度応募にあたっての留意点

CREST研究領域
海洋と CO2の関係性解明から拓く海のポテンシャル３つのテーマ

海洋の炭素吸収・貯留・隔離プロセス
および温暖化・酸性化・貧酸素化による
炭素循環へのフィードバックプロセスの解明

温暖化・酸性化・貧酸素化を含めた
海洋生態系サービスへの影響評価と
炭素循環へのフィードバックプロセスの解明

海洋とCO２の関係性を解明・制御するための
革新的な基盤技術の開発

テーマⅠ

テーマⅡ

テーマⅢ

※ 提案に際しては、複数のテーマの内容が含まれる課題でもかまいません。
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～想定される研究例～

✓ 海洋物理学・化学・生物学的観測データ融合で理解

✓ 海洋の炭素貯留や隔離などの新たなプロセスの同定と機能

✓ 生物ポンプ等を高時空間分解かつ高精度に把握

✓ 海洋温暖化・酸性化・貧酸素化のフィードバックプロセス

✓ スケール横断で情報源を統合＆全球炭素循環の理解

✓ ＡＩ活用のモデル高度化、衛星システム利用でグローバルスケールの理解

※上記は参考例であり、応募対象となる研究や研究アプローチはこれらに限るものではありません。

テーマⅠ 海洋の炭素吸収・貯留・隔離プロセスおよび温暖化・酸性化・貧酸素化
による炭素循環へのフィードバックプロセスの解明

従来研究の拡大ではない異分野連携的な研究チームを想定。

海洋の炭素循環システムの未解明なプロセスの解明。

温暖化・酸性化・貧酸素化への影響とfeedbackプロセスの解明。

最新の計測・分析技術を最適化して導入する課題を歓迎。
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テーマⅡ 温暖化・酸性化・貧酸素化を含めた海洋生態系サービスへの影響評価
と炭素循環へのフィードバックプロセスの解明

～想定される研究例～

✓ 海洋生物多様性に及ぼす定量的評価と将来予測

✓ CO2濃度上昇と窒素・リンなどの他元素との関係性

✓ ブルーカーボン評価の高精度化と数値モデルで将来予測

✓ ブルーカーボンなどが持つ生物機能のゲノム解析的解明

✓ ネガティブエミッション技術導入よる海洋環境への定量的影響評価

※上記は参考例であり、応募対象となる研究や研究アプローチはこれらに限るものではありません。

異分野連携的な研究チームを想定。

最先端の観測・モデリング技術で海洋生態系への影響を解析し、
炭素循環へのフィードバックプロセスを解明。

人為的介入を想定した技術の実験室レベルでの生態系影響エビ
デンスとモデルを統合した影響予測。
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テーマⅢ 海洋とＣＯ２の関係性を解明・制御するための革新的な基盤技術の開発

～想定される研究例～

✓ 海洋分野に応用可能な革新的な分析・計測技術やセンサー、
ロボット技術、データサイエンスの活用、計算・シミュレーション技術の開発

✓ 応用物理や応用化学の研究者が保有する技術を導入して開発

✓ 最新のエレクトロニクスや量子工学などの分野で実績のある技術を
水平展開し、海洋分野に応用する研究

※上記は参考例であり、応募対象となる研究や研究アプローチはこれらに限るものではありません。

化学系、物理系、工学系、情報計算科学（データ統合手法や機械学
習などを含む）、数学や統計学、そして土木や環境系からなる
様々な研究分野からの研究チームを想定。

開発しようとする技術はどのような海洋とCO2の関係性に関するプロ
セスを対象にしようと考えているのか、それらを踏まえて将来的にど
のような技術的優位性があるのかの説明が望まれる。
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貯
留

CO2
吸収

海洋とＣＯ２の関係性を解明・制御するための
革新的な基盤技術の開発

解決策としての
技術開発・提供

相互影響

解決策としての
技術開発・提供

1 2

3

海洋の炭素吸収・貯留・隔離プロセスおよび

温暖化・酸性化・貧酸素化による炭素循環への
フィードバックプロセスの解明

pH O2

温暖化・酸性化・貧酸素化を含めた

海洋生態系サービスへの影響評価と炭素循環へ
のフィードバックプロセスの解明

海洋機能を最大限活用した気候変動対策のためのイノベーション創出を目指し、

大気CO2濃度増加がもたらす海洋への影響について、異分野連携アプローチから拓く

フィードバック
検証
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異分野連携の留意点

異分野連携のチームとしての提案準備には、時間がかかることは
承知しています。特に第1回公募となる初年度は十分な時間が
確保されないことを心配される場合も あり得るでしょう。

その場合、本研究領域専用の提案書様式に、次の説明をお願いします。

｢採択後、その連携を具体的にどのように、いつまでに構築しようと

しているのか」（提案書様式4.実施体制のb）

申請予算は、提案時の“スモールチーム”で必要な額を申請

してください。研究の進捗によって異分野連携の必要性が

認められた時点で、予算の見直しを検討します。
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「海洋とCO2の関係性解明から拓く海のポテンシャル」
（伊藤進一 研究総括）

に応募する場合は必ず、
2023年度の 本研究領域専用 の提案書様式
を使用してください。
女性研究者、若手研究者による独創的かつ野心的な
提案を歓迎します。
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Carbon Blue Transformation 
(Carbon Blue-X)

実現に向けた
独創的かつ野心的な提案を

お待ちしています。



Thank You 
for Your Attention
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